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要     旨 

 [ 目的 ]                                           

  糖鎖に特異的に結合するレクチンは糖鎖構造解明のために用いられ、癌化

した細胞では糖鎖に変化を生じることが明らかになっている。今回、ヒト胃

癌切除標本におけるレクチンの発現プロファイリングを網羅的に行い、胃癌

根治切除後の再発予測因子となるレクチンの同定を行った。           

 [ 対象と方法 ]                                       

 ２００５年１月から２００７年１２月までに当科で胃癌に対して根治切除

術を施行した６０例を対象とした。切除標本ホルマリン固定組織の癌組織・

正常組織からサンプルを採取しレクチンマイクロアレイ法にて４５種類のレ

クチンシグナルの数値化を行い、シグナル強度と臨床病理学的因子および再    
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発との関連に対し単変量・多変量解析を行った。                     

 [ 結果 ]                                           

 胃癌切除標本において１３種のレクチンが正常組織に比較して癌組織に 

おいてレクチンシグナル強度の有意な上昇を認め、また１１種のレクチンが

正常組織に比較して癌組織においてレクチンシグナル強度の有意な低下を認

めた。単変量解析にて、組織型、深達度、リンパ節転移、リンパ管侵襲、 

静脈侵襲、病理学的病期、Bauhinia purpurea lectin（以下、BPL）、Euonymus 

europaeus lectin（以下、EEL）、Griffonia simplicifoli（以下、GSL-I-A4）

が再発と関連する因子であった。さらに多変量解析の結果、リンパ節転移 

および BPL は再発に関連する独立因子であった。全症例において BPL 低値

症例は高値症例に比べ無再発生存率が有意に低く、リンパ節転移陰性症例に

おいても BPL 低値症例は高値症例に比べ無再発生存率が有意に低かった。

BPL の免疫組織化学法にて、正常組織ではムチン産生細胞の細胞質が染色さ

れ、一方癌組織では癌細胞の細胞膜が特異的に染色された。              

 [ 考察 ]                                           

 BPL は N-acetylgalactosamine (以下、GalNAc ) を主構造とする糖鎖に特

異的に結合するレクチンであり、GalNAc はムチンの基幹構造のひとつである。

正常組織と癌組織でBPLの染色部位が異なり細胞膜および細胞質の糖鎖構造

の変化が示された。このことより、ムチン産生細胞の癌化による糖鎖構造の

変化およびムチン産生能の低下が予後と関連している可能性が示された。      

 [ 結語 ]                                           

 レクチンマイクロアレイ法によって同定されたBPL発現低下は根治切除後

の胃癌再発予測因子となる。                                 

                                              

                                              

                                                  


